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1. はじめに 

本研究では，ネットワーク・アーキテクチャを模擬した

発想支援アーキテクチャを提案し，これを実現する発想支

援ツールの検討を行う．発想支援の手法には，従来から

様々なものがあり，代表的なものとして KJ 法やブレーン

ストーミング，マインドマップなどがある．また，コンピ

ュータを利用した発想支援ツールの研究開発も多く行われ

ており[1]，時間や場所などの制約のもとで効率的に発想を

行うことができるように工夫されている． 

2. 関連研究 

関連研究としては連想検索エンジン[2]などがあり，これ

に基づく発想支援ツールがある．本研究では，新たに構文

解析システムを基盤技術として発想支援アーキテクチャ

（CSA：Creativity Support Architecture）を構築し，これに

基づいた支援ツールを実現する．具体的には，ネット上で

流行っている文章の中から，発生頻度の高い単語を抽出し

て，構文解析から係り受けの単語のツリーの構成を他のド

キュメントの文章中の単語にリンクさせ，関連する単語を

抽出して発想支援に利用するものである． 

3. 発想支援アーキテクチャ（CSA）の提案 

 CSAは，KNP[3]などの構文解析ツールによりネット上の

文章を抽出して構文解析し，ネットワーク・アーキテクチ

ャを模擬して発想支援ツールを構築する．3.1 節ではこの

ネットワーク・アーキテクチャの代表である OSI 参照モデ

ルにおけるレイヤ 2とレイヤ 4について述べ，3.2節では発

想支援アーキテクチャを構築するための諸条件について述

べる．さらに，3.3節ではCSAの各機能，3.4節ではCSAに

よるテキスト分析について述べる． 

3.1 OSI参照モデルによる通信機能 

 本研究では，OSI 参照モデルにおけるレイヤ 2（データ

リンク層）とレイヤ 4（トランスポート層）の機能を模擬

して発想支援アーキテクチャを構築する．このアーキテク

チャでレイヤ 2 は隣接しているノード間で通信を行い，レ

イヤ 4 はネットワークの端から端までのリンク管理を行う．   

3.2 CSAにおけるルール 

本研究で提案している発想支援は，キーワード間の関係

性をユーザに示し，ユーザが連想できないような知識構造

をユーザに提示するものである．これを実現するために以

下に示すルールを適用する． 

① キーワードは一般形の名詞と形容詞である． 

② 文における主語は目的キーワードである． 

③ 文における述語は目的キーワードの説明である． 

④ 動詞は接続詞として扱う． 

⑤ 経路候補キーワードは，第 1層キーワードに関係す

るものであり，エッジ接続数が大きいものである． 

3.3 CSAの機能 

発想支援アーキテクチャは，図 1 に示す 3 つのレイヤか

ら構築される．以下では，それぞれのレイヤについて説明

する． 

図 1 発想支援アーキテクチャの構成 

3.3.1 隣接キーワードリンク層（レイヤ 1） 

このレイヤでは，OSI 参照モデルにおけるデータリンク

層のような機能を実現する．隣接するキーワードは単方向

リストで管理しユーザが特定のキーワードを選択したとき

に次にキーワードを提示できるようにする．また，隣接キ

ーワード間の繋がりを共起頻度によって評価しているため，

よく利用されているキーワードを優先的に選択することが

できる． 

3.3.2 第 1層／目的キーワードリンク層（レイヤ 2） 

このレイヤでは，OSI 参照モデルにおけるトランスポー

ト層のような機能を実現する．第 1 層キーワードと目的キ

ーワードを管理し，隣接キーワードの提示をサポートする．

このレイヤによってキーワードの意味が発散することを防

ぎ，キーワード全体で１つの意味を成す経路を示すことが

でき，レイヤ 1 と同様に出現頻度によって評価をしている． 

3.3.3 発想支援インタフェース層 （レイヤ 3） 

このレイヤでは，発想支援を行うためのインタフェース

を提供する．具体的には，レイヤ 1 とレイヤ 2 で管理して

いるキーワードをインタフェースのボタンとして表示し，

ユーザがそのボタンを押すことによって関連するキーワー

ドをボタン表示するものである．なお，ボタンの表示順序

は下記の（式 1）により求め，重みの高い順序で表示を行

う．つまり，媒介エッジのルートが多い経路を選択できる

ようにし，効果的な発想支援を図る． 

𝑊𝑛,𝑒,𝑖 =∑𝑤𝑛,𝑖,𝑗
𝑗

+∑𝑤𝑒,𝑖,𝑘
𝑘

・・・・（式 1） 

𝑤𝑛,𝑖,𝑗は発想支援アーキテクチャにおけるレイヤ 1 の隣接

キーワード毎の頻度を表しており，𝑤𝑒,𝑖,𝑘はレイヤ 2 の第 1

層／目的キーワード毎の頻度を表している．この（式 1）

に従って重み𝑊𝑛,𝑒,𝑖を導出し，効果的なキーワード群を導

き出す．なお，𝑤𝑛,𝑖,𝑗はレイヤ 2 において有効と判断された

隣接キーワードである． 
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3.4 CSAによるテキスト解析 

本研究では，KNPにより論文を構文解析した結果を CSA

によって評価をして発想支援を行う．図 2 に処理手順の概

略図を示す． 

図 2 CSAによる処理手順 

具体例を以下に示す． 

① 論文の読み込み 

 下記のサンプル文を読み込んだとする． 

② 構文解析とルールの適用 

サンプル文を構文解析し，3.2 節で示したルールを適用

することで図 3 のようなキーワードネットワークが構築さ

れる． 

図 3 キーワードネットワークの構築例 

図 3 を見て分かるように目的キーワード「特別研究員制

度」への経路は複数ある．この場合は，媒介エッジが多い

経路を，利用頻度の高い一般的なキーワードの組み合わせ

と仮定して正規ルートとする．これは，（式 1）に示した

重み評価によって決定することができる．このキーワード

ネットワークの情報は図 4 に示すデータベースに格納し，

レイヤ 3で利用できるようにしている． 

図 4 CSAにおけるデータベース構造 

Keyword テーブルには構文解析してルールを適用した名

詞と形容詞を格納している．レイヤ 1 の NN（Neighboring 

Nodes）テーブルでは，隣接キーワードを単方向リストで

関連付け，データリンク層のような機能を実現している．

また，レイヤ 2の 2つの EE（End to End）テーブルでは，

第 1 層キーワードと目的キーワードを単方向リストでキー

ワードの 1 つ 1 つに関連付け，トランスポート層のような

機能を実現している．これらの 4つのデータベースを CSA

で制御し，効果的な発想支援を図っている． 

4. CSAの実例 

今回は，「教育」に関する論文 150 件を構文解析し，

CSAに基づいた実例を図 5に示す．図 5は，Webブラウザ

に表示した発想支援ツールの画面である． 

(a) 第 1層の画面        (b) 第 4層の画面 

図 5 CSAの実演 

図 5(a)に示す第 1 層の画面は，「教育」に関する論文を

解析して自動的に構築されたものである．第 2 層，第 3 層

とキーワードを選択していくと第 4 層では図 5(b)の画面が

出力される．このように CSAによって自動的にカテゴリ階

層を作ることができる． 

5. まとめ 

本研究では，構文解析システムを基盤技術として新たに

発想支援アーキテクチャ（CSA）を構築し，これに基づい

た発想支援ツールを実現した．文章の中から，発生頻度の

高い単語を抽出し，構文解析から係り受けの単語のツリー

の構成を他のドキュメントの文章中の単語にリンクさせ，

関連する単語を抽出して発想支援に利用している．CSA は

3 つのレイヤから構築し，ユーザが選択したキーワード全

体で 1 つの意味を持つようにしている．CSA の実例により

自動的にカテゴリ階層が構築され，CSA の有効性を確認す

ることができた．今後の課題は，より多くの論文を解析し

てボキャブラリーを増やし，また，統計的に CSAを分析し

て有効性を実証することである． 
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特別研究員制度は、我が国トップクラスの優れた若手研究

者に対して、自由な発想のもとに主体的に研究課題等を選

びながら研究に専念する機会を与え、我が国の学術研究を

担う創造性にとんだ研究者の養成・確保を図る制度です。 
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